
 沖縄県の刑法犯の認知件数は、平成１４年に、過去最悪となる２５，６４１件を記録し、 

過去１０年間で２．３倍と急激に増加するなど、危機的な状況にありました。 

 そのため、県警察においては、犯罪の総量を抑止するため、県民あげての「ちゅらさん運 

動」を推進するとともに、警察本部長を長とする全所属を網羅した「安全なまちづくり総合 

対策本部」を設置し、オートバイ盗、ひったくりなどの街頭犯罪及び住宅への忍び込み、空 

き巣などの侵入犯罪の防止のほかに、平成２１年４月から性犯罪の抑止を目的に「子ども・ 

女性安全対策係」が発足し、各種犯罪抑止・検挙対策を推進しています。 

 そのような取組の結果、平成２4年の刑法犯認知件数は、１1,066件となり、平成１５ 

年から10年連続で減少し、平成１４年と比べ56.8％減少しています。 

～～ ちゅらさん運動 ～

ちゅらさん運動とは、県、市町村、県民、事業所、学校、警察等が一体となり、安全で安心な
沖縄県をつくろうという運動です。

はい、地域の清掃活動や防犯パトロール、登下校の見守り活動など、できるときにできること

からご参加ください。詳しいことは、警察本部安全なまちづくり推進課または最寄りの警察署生

活安全課までお問い合わせ下さい。

県､市町村､県

民､事業所､学

校､警察が一体

となった取組

ひとづくり

ちゅら まちづくり

ちゅら ゆいづくり

こども達の健全育成

安全・安心な環境の整備

地域コミュニティーの再生

25,641

22,914
21,884

19,263
17,423

15,71715,353
13,738 12,887 12,403

11,066

4,694
6,227 5,760

6,675 6,798 7,208

6,636
5,563

5,017 5,058 4,233

18.3%

27.2%

26.3%

34.7% 39.0%

45.9%
43.2%

40.5%
38.9%

40.8%

38.3%

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

認知件数 検挙件数 検挙率

検
挙
率

件　

数

③

ちゅら
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警　備　部警　備　部
Security Depertment

～人命を救助し、公共の～人命を救助し、公共の
　安全を守る～　安全を守る～

　あらゆる事案に対応できるよう
日々厳しい訓練を行い、皇族の
警衛、国内外の要人の警護を始
め、国の治安を揺るがす無差別
なテロ・ゲリラの根絶、国際化に
伴う出入国管理に関する犯罪捜
査、そして災害時の救助活動を
行っています。

過激派アジト発見のポイント

◎ 室内への出入り時に、周囲

を異常に気にする。

◎ 昼間でも、カーテンを閉め

るなどして、部屋の中が見え

ないようにしている。

◎ 深夜早朝に、見知らぬ人が

人目を避けるように出入りし

ている。

◎ 不在のはずの室内から、明

かりが漏れたり、トイレの水

を流す音がする。

◎ 長期間住んでいるはずなの

にどんな人物が住んでいるの

か分からない。

◎ 部屋を訪れても、決して部

屋の中を見せようとしない。

◎ 単身のはずなのに、頻繁に

多数の者が出入りしている。

極左１１０番 098-864-0110

皆さんの御理解と御協力を

少少ししででもも「「変変だだなな」」とと感感じじたたらら１１１１００番番

過激派アジト発見にご協力下さい。

　警察では「重要インフラの基幹システムに対する電子的攻撃」又は「重要インフラの基幹システムにおける
重大な障害で、電子的攻撃による可能性が高いもの」をサイバーテロと位置づけ、その未然防止と発生した
際の被害拡大防止に向け、県内重要インフラ事業者（情報通信・金融・航空・鉄道・電力・ガス・政府行政サ
ービス・医療・水道）と連携した、各種取組を推進しています。

官民連携したサイバーテロ対策の推進

サイバーテロ対策協議会総会の開催 サイバーテロ想定共同訓練の実施

⑭



OKINAWA PREFECTURAL POLICE 2013④ 県民のまもり⑬

ＱＱ＆Ａ
Ｑ1 悲惨な交通事故を防ぐために警察はどんな活動を

しているのですか？

Ａ１  　交通部では、交通事故を防止するため、関係機関・団体と
連携して

◎ 交通安全教育

◎ 交通規制の実施

◎ 交通指導取締り

　 飲酒運転や二輪車の暴走行為等悪質・危険な違反の他、
交通事故の原因となる交通違反の取締り強化

　 交通ルールの遵守と正しい交通マナーを身につけさせる
ため、子どもから高齢者まで幅広い年齢に応じた安全教育
の推進

　 交通の安全と円滑を図るため、信号機や横断歩道など交
通安全施設の整備、交通管制センターによる道路交通情報
の収集・提供

を基本に活動しています。

Ｑ２ 交通事故は、年間どのくらい発生しているのですか？

Ａ２ 平成24年中の沖縄県内で発生した交通人身事故は

６，６９７件で、そのうち、交通死亡事故は４０件発生し、

４０人が亡くなっています。

学 科 試 験

適 性 検 査

深夜の暴走族取締り

交通指導取締り

交通安全教育

交 通 管 制

運転免許試験等

大型表示板による渋滞情報などの把握

腹話術による安全教室

飲酒疑似体験ゴーグルを活用した安全教育 歩行者教育システムによる安全教室

自動車運転シミュレーターによる安全指導



県民のまもり ⑤

～ 警察活動を支える

交 通 安 全 活 動

少 年 警 察 活 動

防犯フェア２０１２の開催ちゅらさん書道展の開催

飲酒運転根絶アイキャッチ作戦 店舗への協力依頼

少年の居場所づくり (農業体験)少年を守る日の夜間街頭補導活動

ちゅらさん運動

OKINAWA PREFECTURAL POLICE 2013

交　通　部
Traffic Depertment

～かけがえのない大切な
　命を交通事故から守る～

⑫

　

　交通部では、安全で快適な交通社会を実現するため、交通

安全意識の普及、円滑な交通の確保のための交通規制、事故

捜査及び事故原因の分析と対策、交通指導取締りを実施して

います。

飲 酒 運 転 の 根 絶

夜間の飲酒運転取締り検問 　飲酒運転根絶の取組

　県内の飲酒絡みの交通人身事故は、構成率で見ると、23年連続全国ワース

トワンという厳しい現状にあることから、飲酒運転根絶に向けて県民総ぐる

みで取組を推進しています。
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